
LESSON 10

第10回 情報プレゼンテーション演習

レイアウト・配⾊・
アクセシビリティを統合する
1枚の情報を、迷わず読める形へ

山梨大学 教育学部 稲垣 俊介



Shunsuke Inagaki

CONNECT 確認
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第7〜9回を振り返り、第10回でまとめます
新しいルールを増やすのではなく、読む順序を整える

第7回 声・間・担当交代 → 何を強調するか

第8回 問い・主張・根拠・条件 → 何を画面に残すか

第9回 表・図解・グラフ・出典 → 何を見える形にするか

第10回 整列・色・コントラスト・利用条件 → どう迷わず読ませるか

最後は、「最初に何を見て、次にどこへ進むか」を設計します。
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LAYOUT 例
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整列で、読む順序をつくる
同じ内容でも、基準線がそろうと視線が迷いにくい
BEFORE

4つの媒体

音声
動画

文字

音声＋
スライド

位置の基準がばらばら

AFTER

4つの媒体

音声 動画 文字
音声＋
スライド

左端・上端・間隔をそろえる

整列は「きれいにする」より、読む順番を予測可能にするために使います。
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LAYOUT 例
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近接と余⽩で、まとまりを⾒せる
第1回「意図・受け取り・効果」を、関係ごとにまとめる

ばらばら

意図 何を伝えたいか

聴衆は何を受け取ったか

受け取り

何が起きたか

効果

関係する言葉が近くても、入れ方がバラバラ

まとめる

意図 何を伝えたいか

受け取り 聴衆は何を受け取ったか

効果 その結果、何が起きたか

まとまりの間に余白を置く

近接＝関係するものを近づける。余白＝別のまとまりとの境界をつくる。
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COLOR 配色
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⾊には、役割を与える
「目立たせたいから色を増やす」ではなく、意味を固定する

色を増やす

自己予測 最初の予測

動画 自分の動画

他者観察 他者の見え方

重要 ここが大事

補足 説明を追加

色が多いほど、何を意味する色か覚えにくい

役割を固定する

紫 中心主張・重要語

ティール 観察・事実

オレンジ 注意・条件

グレー 補助情報

同じ意味には、同じ色を繰り返す

色は「飾り」ではなく、情報の役割を知らせる補助記号です。
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ACCESS アクセシビリティ
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⾊だけに、意味を任せない
第4回の4条件を、色がなくても区別できる形にする
色だけ

色が見分けにくいと、どの条件か分からない

色＋ラベル

① 最後列 距離

② スマホ 小画面

③ グレー 色なし

④ 音声なし 聞けない

色がなくても、番号・文字・位置で意味が残る

色＋ラベル＋位置。どれか1つが失われても、意味が残るようにします。
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CONTRAST 例
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⼩さい・薄い・細いは、届かない
本文だけでなく、出典・単位・注記も「読める情報」にする

見落としやすい

理解度は 76％

前回 68％ → 今回 76％

n=38 授業用集計

出典：第4回個人学習記録

情報はあるが、後半ほど消えて見える

読める強さにする

理解度は 76％

前回 68％ → 今回 76％

n=38 授業用集計

出典：第4回個人学習記録（授業用集計）

補助情報にも、役割に見合う可読性を与える

「出典だから小さくてよい」ではありません。確認できる情報として残します。
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SMALL SCREEN こちらは参考までに
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PCで整っていても、スマホでは読めない
多列レイアウトは、小画面で縮むと情報の単位ごと小さくなる

PC

音声

抑揚

動画

表情

文字

再読

音声＋
スライド

構造

4列でも読める

スマホ

音声｜抑揚

動画｜表情

文字｜再読

音声＋スライド｜構造

縦に並べると、1項目ずつ読める

小画面では、「横に並べる」より「1項目ずつ読む」構造へ。
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READABILITY 例
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最後列で、読める⽂字サイズか
文字サイズだけでなく、距離・コントラスト・情報量で決まる

16pt相当 第4回 グレースケールで確認する

24pt相当 第4回 グレースケールで確認する

32pt相当 第4回 グレースケールで確認する

※数値はこのスライド内の比較用。教室・投影サイズで必要な大きさは変わります。

「○ptなら安全」ではなく、実際の最後列から読んで確かめます。
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FORM フォーム
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フォームE：第10回講座後
配色と利用条件まで、制作判断として記録する

E10-I01 自分の担当スライドで、色にどのような役割を与えますか。
色だけに意味を任せない工夫も書いてください。

E10-I02 数メートル離れて・グレースケールで確認し、
気付いたことと修正することを書いてください。
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SUBMIT 提出
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個⼈PPTXは、今⽇23:59まで
第7〜10回で学んだことを反映した完成版を提出する

今日は「完成」まで。班への接続は、
明日の最初の30分で行います。


